　力の分解

　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　.

１つの力を２つに分解しよう（分担しよう）
おもりを二本のゴムで支えよう

◎二本のゴムをそろえて支える状態から,少しずつ角度を広げていこう。

◎様子を矢印で書いておこう。（ゴムの長さそのものを矢印の長さとすればよい。）

０度のとき
90度のとき



150度のとき


[image: image1.emf]
分解の例　：　車が坂を滑るとき…

◎車の重力を「滑る方向」と「坂を押す方向」に分解している！

[image: image2.emf]重力 坂を押す力

滑る力＝０
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坂を押す力＝０
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☆坂の角度が大きくなると、重力から分解された「坂を滑る力」も（　　　　　　）なっている。
力の分解を練習しよう

◎矢印の力を点線の方向の２つの力で出してみたい。

練習①




　練習②



練習③

１２０度


９０度

　　　６０度

３０度





１７０度





１０度



１８０度





０度



→作図（　できる　・　できない　）


　　　→作図（　できる　・　できない　）
　元の力を　　　　線とする　　　　　形の２辺が，分解した力である。
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